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農業・農村地理学の調査研究手順 
 －富山県黒部川扇状地からの発想－ 

       報告者：田林 明 
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     データ所得の体系化 

 ー農業・農村地理学のフィールドワークー 

   
   筑波大学生命環境系   

    田林 明 



説明手順 

 過去10年ほどの間に報告者が研究・調査をしてきたフ

ィールドで、実際にどのように調査を行い、どのようにデ
ータを収集し、それを分析・地図化して論文を作成したか
を整理する。また、新たな地域調査を実施するなかで、
調査法とデータ収集法を工夫する。全体の計画は以下
の通りである。本日は下の３つの事例で説明する。 

1.黒部川扇状地における農村変貌の調査手順 

2.胆沢扇状地の稲作農村における調査手順 

3.静岡市の石垣イチゴ地域における調査手順 
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全体の計画 

首都圏 
 ・首都圏の都市化農村と新しい都市形成（守谷市）→土地利用図の整理 
 ・南関東の稲作農村・畑作農村（成田市北須賀地区、十余地区） →調査手順の整理 
 ・関東平野の畑作農村（古河市古内地区、筑西市下星谷地区） →調査手順の整理 
中間地域 
 ・石垣イチゴ地域（静岡市増地区）→ 今回の発表 
 ・那須地域の農村観光（那須塩原市・那須町） →調査手順の整理 
 ・都市住民の農村へのＩターンの可能性（沼田市）→新規調査の可能性 
 ・日立市の観光農村（日立市中里地区）→レポート完成 
 ・北茨城市の漁業集落（北茨城市平潟地区）→レポート完成 
遠隔地域 
 ・黒部川扇状地農村の調査手順についてのレポート完成 
 ・黒部川扇状地の稲作農村（富山県入善町浦山新・古黒部地区、黒部市生地地区）→レ
ポート完成 

 ・胆沢扇状地の稲作農村（岩手県胆沢町屋白・香取・箸塚地区）→今回の発表 
 ・朝日町のエコミュージアム（山形県朝日町）→レポート完成 



1.黒部川扇状地における農村変貌
の調査手順 

• 農業水利の調査をやっていた。→うまくいかない。 

• 農民は当面の関心事である圃場整備を語りたがった。 

• 高度経済成長期における農村変貌は、当時の農村地理学
の課題としては、重要なものであることに気づいた。 

• 圃場整備事業を契機とした農村変貌を課題とした。 

• 農業水利で調査した４つの集落の中から、圃場整備の時期
が早く、親切な人がいる集落を選んだ。 

• 景観・土地利用、経済活動（農業と農外就業）、就業構造か
ら農家と農村の変貌を調べる。 

• ある農家の事例が、農村変貌の基本的なモデルとなると考
え、研究を進めるための道筋をつくってくれた。 
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 黒部川扇状地の旧河道と入善町浦山新地区の位置 

1.黒部川扇状地における農村変貌の調査手順 
 



入善町浦山新地区のA農家の就業変化 

 

1.黒部川扇状地における農村変貌の調査手順 



 1.黒部川扇状地における農村変貌の調査手順 

 入善町浦山新地区のＡ農家の土地利用変化 

 



1.黒部川扇状地における農村変貌の調査手順 

イメージを実証するための集落・地域 
                        データの収集 
 
• 小地域の実証的研究では、イメージづくりが重要である。 

• モデルとなった１つの農家で明らかになった景観と就業のデ
ータについて、集落あるいは黒部川扇状地全体のものを集
めることにした。すなわち、イメージを実証することにした。 

• 稲作の省力化（土地改良区）、チューリップ球根（球根農協）
と酪農（酪農農協）の変化のデータを収集する。 

• 就業構造の調査、1967年は役場の資料、それ以降は聞き取
り調査による。データの整理と図化。 

• 世帯単位の就業の組み合わせとその変化という形で、農村
変貌を記述することにした。 
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入善町浦山新地区における圃場整備事業前の耕地と宅地(1964年） 

1.黒部川扇状地における農村変貌の調査手順 



入善町浦山新地区における圃場整備事業後の耕地と宅地(1974年) 

1.黒部川扇状地における農村変貌の調査手順 
 



黒部川扇状地における景観変化 
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1969年8月入善町 

新屋土地改良区撮影 

1970年3月入善町新屋土地改良区撮影 

1975年4月撮影 

1.黒部川扇状地における農村変貌の調査手順 



1.黒部川扇状地における農村変貌の調査手順 

           水稲作所要時間の変化 

 



入善町浦山新地区におけるチューリップ球根栽培と酪農の推移 

1.黒部川扇状地における農村変貌の調査手順 



1.黒部川扇状地におけ

る農村変貌の調査手順

入善町浦山
新地区から
の恒常的勤
務者の通勤
先の変化 



1.黒部川扇状地における農村変貌の調査手順 
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1.黒部川扇状地における
農村変貌の調査手順 
 

研究の継続と
新しい展開 
 
 「黒部川扇状地
の変貌」の研究・
調査を起点として、
新しい研究課題に
取り組み、その後
の研究が展開して
いった。 
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黒部川扇状地巡検（2012年9月） 

4-1. 黒部川扇状地農村のさらなる変貌 



1.黒部川扇状地における農村変貌の調査手順 

 黒部川扇状地農村のさらなる変貌 
 －入善町浦山新地区の就業構造変化－ 
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1.黒部川扇状地における農村変貌の調査手順 

 黒部川扇状地農村のさらなる変貌 
 －入善町浦山新地区の就業構造変化－ 



2. 胆沢扇状地の稲作農村 
における調査手順 

• 胆沢扇状地では、現代の農村においてどのよう
な形態の農業経営が行われ、それがどのように
維持されているか、場所によって維持形態に差
があるのか、また、将来的にどのように農業が
存続していくと予想されるかを検討した。 

• 平成11～13年度文部科学省科学研究費補助金
地域連携推進研究費(1)「散村・小都市群地域の

動態と構造に関する比較統合研究（代表：金田
章裕）による研究の一環として実施した。 
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2. 胆沢扇状地の稲作農村における調査手順 

              調査の手順(1) 
• 地域調査の準備 

   文献の検討、新旧地形図・空中写真の入手 

• 予備調査の実施（2000年3月） 

   扇状地全体の景観観察、胆沢町役場、水沢市役所、前沢 

    役場、胆沢野平野土地改良区での農業についての聞き取 

    り、市町史・関係資料の収集 

• 予備調査の実施（2000年9月） 

   科研グループによる巡検・現地観察、胆沢役場、水沢市役 

    所における景観、インフラ、歴史、人口動態、生活、経済、 

          開発、地域の課題などについて聞き取り 
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2. 胆沢扇状地の稲作農村における調査手順 

              調査の手順(2) 

• 予備調査によってわかったこと 

   一般的に農業はいまだに堅調に維持されているが最近

になって一部の農村に農業離脱傾向がみられる。農業変化
という点では様々な段階の農村が比較的狭い範囲に併存し
ている。低位・中位・高位の段丘と市街地との近接性が農業
の地域差を規定している。 

• 農業集落の類型化 

   農業集落カードの農家、労働力、兼業、経営規模、土地
利用、家畜飼養、稲作請負、農業機械に関する35のデータ
を用い、因子分析とクラスター分析によって214の集落を農
業的集落、中間的集落、非農業的集落の3つに分類 
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胆沢扇状地の 
散村景観 
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エグネ（屋敷林）とキヅマ（たきぎ） 



胆沢扇状地の地形と調査集落 
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2. 胆沢扇状地の稲作農村における調査手順 

              調査の手順(3) 

• 事例集落の選定 

   胆沢町企画政策室の協力を得て、農業的集落の事例として屋白地
区（類型A）、中間的集落の事例として香取地区（類型C）、非農業的集
落の事例として箸塚地区（類型D)を選び、さらには聞き取り対象者を
紹介してもらった。 

• 事例集落での聞き取り 

   集落のリーダー的農家3～4戸から、集落の歴史と特徴、農業経営、
農業経営の推移、農業の維持形態、農外就業、コミュニティ活動、全
戸数の就業構造と農業の維持形態について聞き取りをした。 

• 農家基本台帳（農業委員会）の転写 

   それぞれの集落の個々の農家の土地所有と所有耕地を把握するた
めに、農家基本台帳の転写を許可してもらう。現在では不可能。 



2. 胆沢扇状地の稲作農
村における調査手順 
 

胆沢町屋白地
区における農
業経営（2001
年8月） 
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2. 胆沢扇状地の稲作農村における調査手順 

              胆沢町屋白地区の景観 
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2. 胆沢扇状地の稲作農村における調査手順 
 

 胆沢町香取地区における農業経営（2001年8月） 
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2. 胆沢扇状地の稲作農村における調査手順 

              胆沢町香取地区の景観 
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2. 胆沢扇状地の稲作
農村における調査手順 
 

胆沢町屋箸塚
地区における
農業経営（
2001年8月） 
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2. 胆沢扇状地の稲作農村における調査手順 

              胆沢町箸塚地区の景観 
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2. 胆沢扇状地の稲作農村における調査手順 

              調査の手順(4) 

• 胆沢扇状地における農業の存続形態（分析） 

  ３つの事例から、現在と近い将来の農業の存続形態をまと
める。それぞれの農家が自立農業経営を行っている集落、
多くの農家が農業を中止し専業業農家に作業委託をする集
落、その中間的集落。 

• 胆沢扇状地における農業維持形態の意味（
事例地域の現象をいかに解釈するか） 

   大規模借地農が卓越する「西日本型」とそれが未形成な
「東日本型」の併存。 
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2. 胆沢扇状地の稲作農村にお
ける調査手順 
 

胆沢扇状地の事例
集落における農業
経営の比較（2001
年8月） 
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2. 胆沢扇状地の稲作農村における
調査手順 

 

胆沢扇状地にお
ける農業の存続

形態 
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2. 胆沢扇状地の稲作農村における調査手順 
 

      胆沢扇状地における農業維持形態の意味 
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3. 静岡市の石垣イチゴ地域の調査手順 

              調査の手順(1) 

   この研究は石垣イチゴの摘み取りを中心とした観
光農業が盛んな静岡市久能地域を取り上げ、農村
空間の商品化がどのように進み、商品化された農
村空間がどのような性格をもつように至ったかを明
かにする。 

・最初の調査（1971年7月 東京教育大学大学院地誌学野
外実験） 

   有名な石垣イチゴ地域はどのようになっているのかを調べ
ようという単純な動機。土地利用と農業経営の聞き取り。丁
度観光農業が始まる時期であった。 
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3. 静岡市の石垣イチゴ地域の調査手順 

              調査の手順(2) 
• 2004年度教育研究科地理学野外実験（日本平
を中心とする地域の地誌学調査） 東斜面の茶業を調べる 

• 農業の維持形態調査の予備調査（2006年5月） 

    明治期以降高い生産性を維持してきた農業地域のメカニ
ズムを明らかにしようとした。景観観察、萩原農園での聞き
取り、JAしみず、JA静岡市での聞き取り。 

• 現地調査（2007年6月） 

  １）事例集落の選択 

  ２）個別経営の観光農園で聞き取り 

     歴史、現在の観光農園経営、農業技術、施設、労働力 

  ３）共同経営観光農園での聞き取り 

    歴史、現在の観光農園経営、農業技術、施設、労働力 

 



3. 静岡市の石垣イチゴ地域の調査手順 

              調査の手順(3) 

• 現地調査（2007年6月） 

     ４）全世帯の就業状況調査、イチゴの経営内容 

   ５）土地利用・景観調査 

   ６）市役所・農協での統計・資料収集 

   ７）図書館等で文献調査 

 

• 資料の整理と論文の構成 

   「農業維持形態」というよりも「農村空間の商品化」 

       歴史的な経緯にそって、この地域の農業の変遷を追う。  



40 40  研究対象地域の位置 

3. 静岡市の石垣イチゴ地域の調査手順 
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3. 静岡市の石垣イチゴ地域の調査手順 
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3. 静岡市の石垣イチゴ地域の調査手順 

写真9．観光農園の直売所と駐車場 



43 43 写真10．マル増いちご狩り組合（第1駐車
場） 

3. 静岡市の石垣イチゴ地域の調査手順 
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3. 静岡市の石垣イチゴ地域の調査手順 

図5．静岡市増地区における石垣イチゴ生産農家の類型 

     （2007年聞き取りにより作成） 
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3. 静岡市の石垣イチゴ地域の調査手順 
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3. 静岡市の石垣イチゴ地域の調査手順 



47 47 石垣イチゴの収穫（1930年代：荻原苺園） 

3. 静岡市の石垣イチゴ地域の調査手順．石垣イチゴ地域における経済活動
の変化－早期イチゴ生産期 
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マル増いちご狩り組合の観光キャラバン隊（1968年頃） 

資料：増自治会（1977）『ふるさと増』 

3. 静岡市の石垣イチゴ地域の調査手順 
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図3.マル増イチゴ狩り組合の組合員数と観光客数の
推移 

                       （聞き取りにより作成） 

3. 静岡市の石垣イチゴ地域の調査手順 



3. 静岡市の石垣イチゴ地域の調査手順 

              調査の手順(4) 

• いかに農村空間が商品化されたかを提示 

   Clout(1993)がイギリスの調査で示した(1)景
観、(2)自然、(3)歴史、(4)家族志向、(5)手作り
商品という5項目に対照させる。 

• 観光農園のホームページの分析 

• 「農村らしさ」という新たな付加価値を活用し
た観光農業の発展 
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５．商品3. 静岡市の石垣イチゴ地域の調査手順された農村空間
の特徴 

 


